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我々は構造材料解析のための小型中性子源の開発・建設を進めている。産業利用に有用なブラッグエッジ

イメージングに適した短パルス中性子ビームを得るために直線電子加速器（LINAC）を用いて中性子を発生

する。最大~10 kWの電子ビームをタンタル標的に入射して発生した中性子を固体メタンモデレータで減速し

熱中性子を得る。建設中の小型電子加速器および中性子源の設計仕様を報告する。 
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1. はじめに 

透過力が高い中性子は、構造材料内部の様々な組織・構造情報を直接観察できる強力なプローブである。

新構造材料技術研究組合（ISMA）では産総研つくばセンターに産業利用を主目的とした小型・汎用的なパル

ス熱中性子源の開発・建設を行なっている[1]。装置の設計は、ブラッグエッジイメージングに最適化させた。

なお、ブラッグエッジイメージングとは、中性子の試料透過率の波長依存性を２次元データとして取得・数

値処理することで、構造材料中の様々なミクロ情報を画像化し分析する手法である。 

2. 加速器および中性子源の仕様 

中性子発生用 LINACは、加速管３段（マイクロ波周波数 2.8GHz、2/3πモード）から構成されており、加

速管後の輸送ビームラインも含めた全長は 20m強である。LINACからの電子ビーム（電子エネルギー35 MeV、

パルス幅 10μs、繰り返し 100 Hz, 最高パワー（10 kW））は、チタン薄膜窓を通して気中に取り出し、水冷

式タンタル製ターゲットに入射させる。ターゲットで発生する制動放射線の光核反応によって高エネルギー

中性子（蒸発中性子）を発生し、付近に設置した固体メタンモデレータを通して減速し熱中性子（パルス状

中性子ビーム）を得る。中性子ビームラインの全長は約 8m で、その末端部には試料を保持するためのゴニ

オメータや 2 次元中性子検出器を設置する。飛行時間法（TOF）を用いることで、検出した中性子の速度す

なわち波長を決定する。中性子 TOF測定時のフレームオーバーラップ中性子を除去するために、中性子ビー

ムラインにはディスクチョッパーを設置する。 

3. まとめ 

ISMAでは産総研つくばセンターにて小型加速器ベース中性子源を開発している。本発表では、加速器お

よび中性子源の設計仕様について報告する。 
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